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IHC 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:20000

COX78B

Cytochrome c oxidase subunit 7B, mitochondrial (Cytochrome c oxidase polypeptide Vilb)
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	応用
	抗原情報
	背景
	ミトコンドリア呼吸鎖の末端構成成分であるシトクロムc酸化酵素（COX）は、還元型シトクロムcから酸素への電子伝達を触媒します。この構成成分は、ミトコンドリア遺伝子によってコードされる3つの触媒サブユニットと、核遺伝子によってコードされる複数の構造サブユニットからなるヘテロ多量体複合体です。ミトコンドリアにコードされるサブユニットは電子伝達に機能し、核遺伝子にコードされるサブユニットは複合体の調節と構築に機能する可能性があります。この核遺伝子は、ウシCOX VIIbタンパク質と非常に類似したサブユニットVIIbをコードしており、あらゆる組織に存在します。この遺伝子は、染色体1、2、20、22に複数の擬似遺伝子を持つ可能性があります。[RefSeq提供、2011年6月],機能:このタンパク質は、ミトコンドリア電子伝達系の末端酸化酵素であるシトクロムc酸化酵素の核コード化ポリペプチド鎖の1つです。,類似性:シトクロムc酸化酵素VIIbファミリーに属します。,
	研究分野
	-
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	パラフィン包埋ヒト胃腺癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、45分）。

